平成１７年（ヨ）第９号　遺伝子組換え稲の作付け禁止等仮処分事件　　　　

 eq \o\ad(債権者,　　　　)　　山　田　 　稔　ほか　名
 eq \o\ad(債務者,　　　　)　（独）農業・生物系特定産業技術研究機構　
証　拠　説　明　書 （５）
２００５年７月２５日
新潟地方裁判所高田支部民事部  御中
　　　　　　　　　　　　　　　　債権者ら訴訟代理人弁護士　柳　原　　敏　夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他５名
　書証

疎甲号証
標　　　　　目
(原本・写しの別)
作　成
年月日
作成者
立　証　趣　旨
備考

５９
「遺伝子組換え作物を考える市民のための勉強会」を撮影した映像
写し
2005.7.20
疎甲18の作成者金谷武志
· 遺伝子組換え作物さらに債務者の本野外実験に対して、一般市民がどのような問題を感じ、疑問を抱いているか。

· これに対し、債務者の回答が、市民の疑問解明にとって十分な説明とは到底言えない事実。

· 講師の河田氏が「研究の成果を教えて欲しいが、ディフェンシンに容易に耐性菌が出現する可能性がある」旨指摘したにもかかわらず、回答に立った債務者職員の川田元滋氏は、自ら執筆した疎甲23の論文中で「ディフェンシンの耐性菌が出現したこと」を報告していながら、この事実を一切説明しなかった、この点ひとつ取っても、本野外実験の安全性に関する債務者の説明責任が全く果たされていないこと。
１時間用のﾃｰﾌﾟで撮影したため、約１時間ごとに２回テープ交換している

６０
プログラム
写し
同上
上記勉強会の主催者（債務者と上越有機農業研究会）
　上記勉強会の内容（講演者と講演のテーマ・会場との質疑応答の項目）


以上
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